
第 3 号議案 令和 7 年度事業計画（学術） 

【学術関係】 

1. 2025年度沖縄県医学検査学会（第 60回）

・会期：令和 7年 8月 10日（日） 

・会場：琉球大学文系講義棟 

・学会テーマ：「臨床検査×AIの推進とグローバルな臨床検査技師の融合」 

・学会長：國仲 伸男（沖縄県臨床検査技師会 副会長 琉球大学保健学科） 

・副学会長：今泉 直樹（沖縄県臨床検査技師会 理事 琉球大学保健学科） 

・実行委員長：宮里 泰山（沖縄県臨床検査技師会 副会長 南部医療センター・こども医療センター） 

・事務局長：田盛 仁（沖縄県臨床検査技師会事務局長 沖縄県立八重山病院） 

特別講演：横地 常広（日本臨床衛生検査技師会 会長） 

学会長講演：國仲 伸男（沖縄県臨床検査技師会 副会長 琉球大学保健学科） 

部門セミナー（２企画）：輸血検査部門および臨床化学 

一般演題：35演題（予定） 

ランチョンセミナー：4社 

2. 部門別検査研究の運営

今年度も日臨技に準じて、9部門 14分野の学術活動（研修会・講演会等）で運営して行く。また、沖縄

県医師会精度管理調査委員会から実行委員長、副実行委員長も、数年前から学術委員として位置付

けている。 

＜部門別検査研究分野＞ 

部門 分野 

1. 生物化学分析 1) 臨床化学検査

2) 免疫血清検査

2. 臨床生理 1) 神経生理検査

2) 循環・呼吸生理検査

3) 画像診断検査

3. 病理・細胞 1) 病理検査

2) 細胞検査

4. 臨床一般 一般検査 

5. 臨床血液 血液検査 

6. 臨床微生物 微生物検査 

7. 輸血細胞治療 輸血検査 

8. 遺伝子 遺伝子検査 

9. 臨床検査総合 1) 検査管理

2) 医療情報

＜精度管理調査委員会＞ 

実行委員長 副実行委員長 
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3. 令和 7年度（第 41回）沖縄県医師会臨床検査精度管理調査の実施

 県内の約 90施設を対象に、今年度同様、生化学、免疫・血清検査、微生物検査、血液検査、一般 

検査、輸血検査、生理検査、病理、細胞検査の 9分野について実施予定（9月頃実施予定）。 

4. 第 73回日本医学検査学会 in 大阪の開催（鳥取県担当）

開催形式：現地開催＋事後オンデマンド配信（特別プログラムのみ。一般演題は対象外） 

会期：［現地］令和 7年 5月 10日(土)～5月 11日(日)  

   ［事後オンデマンド配信］令和 7年 5月 27日（火）～ 6月 25日（水） 

会場： グランキューブ大阪（大阪国際会議場） 

テーマ：「+α ～臨床に貢献できる検査技師とは～」 

5. 2025年（第 59回）度九州支部医学検査学会（長崎県）の開催

会期：令和 7年 10月 18日（土）～ 10日（日） 

会場：シーハットおおむら（長崎県大村市幸町 25-33） 

テーマ：「開け未来への扉 ～臨床検査の新たな価値を創造～」 

6. 沖臨技新人研修会の開催

日時：令和 7年 7月 12日（土）＊宿泊なし 

  場所：産業支援センター（沖縄県那覇市小禄１８３１−１） 

対象：入職 1～4年目の臨床検査技師 

※技師会の組織・各業務内容の説明、技師連盟、各学術分野長によるレクチャーと新人の交流会 

7. 機関誌の発行

今年度も学会誌を含んだ沖縄県臨床検査技師会誌第 61 巻を発刊する。論文や学術関連、啓発

活 動などの年間行事だけでなく、引き続き一般会員に反映できる場として位置づけていきたい。 

8. 各種研修会

日臨技から 1研修会につき最大 5万円が支払われる助成金制度に関しては、今年度も各都道府県 

において 20研修会を上限に支給される見込みである（Webのみの開催も対象）。昨年度は 20の 

研修会に支給されたが、今年度も上限の 20研修会を目指し充実した研修会を開催していきたい。 

9. 部門長会議の継続

学術理事、部門長、分野長を含めた学術会議は奇数月の第 4 水曜日に開催している。昨年度は 

4 回開催された。理事会や各部門からの周知事項を共有する場として今年度も計画的に開催す

る。 


